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要旨 
	 私たちは食変光星の観測を行っており、

時間ごとの光度変化をグラフにしたライト

カーブを描いてきた。平成２３年～２４年

度までの観測で約15種類のライトカーブを

描くことに成功している。本校は分光器な

どの恒星の分光に必要な機材を備えている。

これらの測光観測と分光観測の技術を用い

て食変光星の形状決定を行った。 

今回は、比較的明るく周期の短いＷ－Ｕｍａに着目し、研究を行った。 

 

１．食変光星Ｗ－Ｕｍａについて 
	 食変光星というのは、2つの恒星が引力により互い

の周りを回る連星系のことで、恒星どうしが隠しあ

うことで見かけの明るさが変化している。W-Umaは

ＥＷ型に分類される食変光星で、恒星間の距離が近

く、いびつな形状になっていると考えられている。 

また、周期は８時間、等級は８等級、スペクトル型はＦ８である。 

 

２．ドップラー効果による波長の変化から恒星間の距離を求める 
	 ドップラー効果が最も起こるときに観測を行い、ドップ 

ラー効果による波長の差から計算を行った。（右上図は 

波長が変化していない恒星のスペクトル。右下図は波長 

が変化したスペクトル）解析するとＨα線に10Åの差が 

見られた。太陽の質量をMとして2つの恒星の質量は1.29 

M、0.86Mであるため、計算を行うと中心間の距離は2.1×10!m 

となる。太陽と同じ質量だと考えると、恒星間の距離は7.0×10!𝑚 

となった。（右は計算に使用した数式） 

 

 



３．計算結果とライトカーブから粘土モデルを作成 
	 Ｗ－Ｕｍａのライトカーブは極大部分で常に光度変化が起こ

っており、極小部分でも光度変化がおこるのが特徴である。これ

らのことから２つの仮説を考えた。 

Ⅰ．球形の恒星がガスでつながり、いびつな形状になっている 

Ⅱ．楕円形の恒星がわずかに接触し、相互回転している 

	 それぞれの仮説に計算で得た数値を用いて粘土モデルを作成し、ライトカーブを測った。 

Ⅰ．いびつな形状	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Ⅱ．楕円形 

 

	 仮説ⅠのライトカーブはW-Umaのライトカーブと同じ特徴を示した。仮説Ⅱは極大部分

がとがってしまい、W-Umaの特徴と一致しなかった。 

 

４．結果 
極小部分で光度変化が起こるのは球形の恒星が相互回転することで

起こると考えられる。また、極大部分での光度変化は恒星間ガスが存在

するためだと思われる。逆に、恒星間ガスをなくした粘土モデルは右の

ようになった。このように極大部分が平らになり、恒星間ガスの影響は

明らかである。よってW-Umaは仮説Ⅰのモデルの形状である。この結果

はスペクトルを利用した計算によって考えられる形状に非常に似通っ

ている。 
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